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学基金（National Endowment for the Humanities）
から219,000ドルの助成を受け、ボリビア資料
コレクションのマイクロ化も行っています。こ
れらは、ボリビア独立戦争やボリビア革命、言
語、文化にわたる、非常に広範なコレクション
です。仕上がったマイクロフィルムは、１本ず
つ解像度や濃度をチェックし、品質管理の徹底
ぶりを窺い知ることができました。
4.2. 電子ジャーナルについて
ピッツバーグ大学では、現在、4,400タイト
ルの電子ジャーナルを提供しています。新規に
導入する場合、NRWG（Networked Resources
Working Group）での協議を経ます。NRWGの
構成は、図書館の管理職をはじめレファレン
ス･ライブラリアン、システム関係者などです。
また、NRWGでは電子ジャーナルだけではな
く、CD-ROM等も含めたネットワーク資料全
般を検討します。
検討過程は非常にシステム化されており、新
規に購入を希望するものがあれば、Web上に
用意された専用のフォームで申し込みます。記
入する主な項目は、以下のようなものがありま
す。
－商品名
－スタンドアロンかネットワークか
－買い切りか購読（Subscription）か
－メディアは何か（CD-ROM、WWWなど）
－必要システム
－URL
－収録範囲
－デモやトライアル期間の有無
－デモやトライアルのフィードバックの有無
（利用統計など）
－利用対象者
－提供内容（フルテキスト、コンテンツなど）
－同時ユーザ数や機関数の制限があるか
－価格（初期費用、ネットワーク料金等も含む）
－支払方法等
－他の商品とのパッケージ購入が必要か
－ License Agreement（のURL）
検討の流れは図のようになります。ここで、
興味深かったことは、ライセンス・レビューの
過程で、出版社との交渉は大学の法務部門で行
われることでした。また、処理状態もWebで
公開され、自分が申し込んだ資料ついての検討
経過を確認できるようになっています。
ヒルマン図書館（ピッツバーグ大学）

